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「ずっと先まで、明るくしたい。」―。
九州電力グループはこの思いを実現するため、
安定供給の使命を全うするのはもとより、地域・
社会の課題解決に貢献する様々な取り組みを
推進。７月の九州北部豪雨をはじめ大規模な
自然災害の際にも、一日も早い復興に向け
尽力し、ボランティア活動など地域に寄り添った
継続的な支援を行っている。

P2-P3

P4-P6 各支社エリアでのボランティア、地域共生活動

P7 九電みらい財団の取り組み

P8 朝倉市・東峰村・日田市周辺MAP／
Topics観光物産

九州北部豪雨被災地への復興支援活動

九州電力グループの 地域・社会共生活動

福岡県朝倉市：菱野の三連水車
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九州 北部豪雨被災地への復興

　
九
州
電
力
で
は
、７
月
５
日
に
発
生
し
た
九

州
北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、

九
州
各
県
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行

し
、計
12
回
、延
べ
3
0
0
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
や
被
災
地
産
品
の
販
売
斡

旋
な
ど
、グ
ル
ー
プ
一
体
で
継
続
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

2
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7

年（
平

成
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年
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月
2
1
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木

曜
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） 2
0
1
7

年（
平

成
2
9

年
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2
月
2
1

日（
木

曜
日

）

　
福
岡
支
社（
豊
馬
誠
執
行
役
員・

支
社
長
）は
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災

し
た
地
域
に
6
日
と
7
日
、支
援
物

資
を
提
供
し
た
。福
岡
県
朝
倉
市
に

ト
イ
レ
材
1
0
0
0
個
、毛
布
30

枚
、非
常
食
5
8
2
食
、水（
2
㍑
）

3
9
0
本
を
、東
峰
村
に
ト
イ
レ
材

5
0
0
個
、毛
布
2
0
0
枚
、非
常

食
1
0
2
0
食
、水（
5
0
0
㍉
㍑
）

1
9
9
2
本
を
そ
れ
ぞ
れ
運
び
、避
難
所

生
活
を
支
え
た
。

　
10
日
に
は
東
峰
村
へ
非
常
食
1
0
2
0

食
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、村
内
の
避
難

所
で
炊
き
出
し
も
実
施
。甘
木
営
業
所

（
安
藤
浩
泰
所
長
）の
所
員
な
ど
10
人
が
、

Ｉ
Ｈ
クッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
持
ち
込
み
、豚

汁
と
お
に
ぎ
り
1
3
0
食
分
を
提
供
し

た
。住
民
か
ら
は
、「
災
害
対
応
な
ど
忙
し

い
時
に
、炊
き
出
し
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
ば
か
り
で
飽
き
飽

き
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、大
変
お
い
し
か
っ

た
」な
ど
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、朝
倉
市
で
災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
計
3
回
、延
べ
79
人
が
参
加
し
て
実

施
。家
屋
に
流
入
し
た
土
砂
の
か
き
出
し
や

が
れ
き
の
撤
去
と
いった
活
動
を
行った
。

　
一
方
、避
難
所
の
環
境
改
善
の
た
め
、九

州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業

（
福
岡
市
、平
田
宗
充
社
長
）が
朝
倉
市
と

東
峰
村
の
避
難
所
７
カ
所
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
21
台
を
設
置
し
た
。住
民
か
ら
は「
冷

房
が
な
く
暑
く
て
し
か
た
な
かっ
た
。道
な

き
道
を
歩
い
て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

し
に
来
て
頂
き
、と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
謝
意
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
大
分
支
社（
栗
山
嘉
文
執
行
役
員・支

社
長
）は
、九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
大
分
県
日
田
市
で
災
害
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
計
３
回
、延
べ
59
人
が
参
加
し
て

実
施
し
た
ほ
か
、支
援
物
資
の
提
供
な
ど

を
行
っ
た
。災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
7
月
25
、26
日
に
大
鶴
地
区
で
実
施
。一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
少
な
く
な

る
平
日
に
行
い
、支
社
エ
リ

ア
の
社
員
計
32
人
が
参

加
し
た
。活
動
で
は
、家

屋
に
流
入
し
た
土
砂
の
か

き
出
し
や
縁
側
の
ガ
ラ
ス

清
掃
な
ど
を
行
い
、家
主

か
ら
は「
仕
事
を
休
ん
で

ま
で
来
て
も
ら
い
、本
当

に
あ
り
が
た
い
」、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
か
ら
も「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
不
足
す
る
平
日
に
、団

体
で
来
て
頂
き
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
」な
ど
の
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。９
月

30
日
に
は
グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
参
加
も
得
て
計
27

人
で
、側
溝
の
泥
の
か
き

出
し
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、日
田
営
業
所（
阿
部
繁
喜
所
長
）

で
は
、７
月
初
旬
に
市
内
５
カ
所
の
避
難

所
を
訪
問
し
、熱
中
症
対
策
用
の
う
ち
わ

と
飴（
あ
め
）を「
暑
さ
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
」と
一
人
一
人
に
声
を
掛
け
な
が

ら
手
渡
し
た
。併
せ
て
、自
宅
に
戻
っ
た
際

に
電
気
を
安
全
に
使
って
頂
け
る
よ
う
に
、

屋
内
ブ
レ
ー
カ
ー
の
操
作
手
順
な
ど
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

　
同
支
社
で
は
９
月
の
台
風
18
号
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
、津
久
見
、佐
伯
、臼

杵
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
同
月
23

日
に
実
施
。グ
ル
ー
プ
大
で
25
人
が
参
加

し
、床
下
の
泥
の
か
き
出
し
作
業
な
ど
に

汗
を
流
し
た
。

　
九
州
電
力
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電
旅
行
サ
ー
ビ
ス
と
共

同
で
9
月
１
日
か
ら
２
日
間
、九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地
域

で「
ト
リ
プ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」を
企
画
し
た
。こ
れ
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電
旅
行
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア・観
光・情
報
発
信
の
3
点
で
被
災
地
を
支
援
す
る

取
り
組
み
。土
、日
曜
日
に
比
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
少
な
く

な
る
平
日
に
被
災
地
に
入
り
、被
災
家
屋
の
片
付
け
な
ど
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。災
害
の
影
響
で
宿
泊
客
の
キ
ャン

セ
ル
が
相
次
ぐ
被
災
地
周
辺
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
、翌
日

は
周
辺
を
観
光
す
る
。ツ
ア
ー
を
終
え
た
後
は
、被
災
地
の

現
状
や
観
光
地
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）な
ど
で
発
信
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、九
州
電
力
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
社
員
が
参
加
し
た
。初
日
、

参
加
者
は
朝
倉
市
杷
木
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
を
済
ま
せ
活
動
場
所
に
移
動
。住
宅
の
裏
に
流
れ
込
ん

だ
土
砂
な
ど
を
撤
去
す
る
作
業
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
。重

機
が
入
れ
な
い
場
所
を
中
心
に
、乾
い
て
固
まった
土
砂
を
ス

コッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
、バ
ケ
ツ
で
屋
外
に
運
び
出
し
た
。強
い

日
差
し
の
中
、声
を
掛
け
合
い
、約
5
時
間
を
か
け
て
作
業

を
完
了
し
た
。熱
中
症
防
止
の
た
め
適
宜
、休
憩
を
取
り
な

が
ら
の
作
業
だった
。家
主
か
ら
は「
短
時
間
で
、こ
ん
な
に
き

れ
い
に
な
る
と
は
思
わ
な
かった
」と
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
夜
は
被
災
地
域
に
あ
る
筑
後
川
温
泉（
福
岡
県
う
き
は

市
）に
宿
泊
し
、疲
れ
た
体
を
癒
や
し
た
。２
日
目
は
、朝
倉

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
豪
雨
被
害
を
乗
り
越
え
復
活
し
た「
三

連
水
車
」を
見
学
。東
峰
村
で
は
、伝
統
工
芸
品
で
あ
る
小

石
原
焼
の
窯
元
で
陶
磁
器
を
購
入
し
た
。参
加
者
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
の
ほ
か
、「
お
土
産
を
知
人
に
配
る
際
に
被
災

地
の
様
子
を
伝
え
た
い
」と
口
コ
ミ
に
よ
る
情
報
拡
散
も
忘

れ
な
い
。

　
九
州
電
力
は
九
州
北
部
豪
雨
で

発
生
し
た
流
木
の
受
け
入
れ
を
、苓

北
発
電
所（
熊
本
県
苓
北
町
）で
10

月
19
日
か
ら
始
め
た
。同
社
で
は

「
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
の
た

め
に
も
、流
木
の
処
理
は
非
常
に
大

切
な
仕
事
」（
瓜
生
道
明
社
長
）と
の

思
い
か
ら
、流
木
の
受
け
入
れ
を
決

め
た
。

　
流
木
は
、丸
太
の
状
態
で
苓
北
発

電
所
に
搬
入
。所
内
で
チ
ッ
プ
に
加
工

し
、石
炭
と
混
ぜ
て
発
電
用
燃
料
と

し
て
利
用
す
る
。福
岡
県
の
推
計
に

よ
る
と
豪
雨
で
発
生
し
た
流
木
は
２０

万
5
0
0
0
㌧
。九
州
電
力
で
は

2
0
1
9
年
３
月
ま
で
に
最
大
５
万
㌧
、全
体
の
約
４

分
の
１
を
引
き
取
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
九
州
電
力
が
発
電
用
燃
料
の
一
部
と
し
て
流
木

を
受
け
入
れ
る
の
は
初
め
て
。苓
北
発
電
所
の
上
枡

正
則
所
長
は
、流
木
を
受
け
入
れ
る
ス
キ
ー
ム
構
築

は「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　
チ
ッ
プ
に
加
工
す
る
破
砕
機
に
か
け
や
す
く
す
る

た
め
に
処
理
を
行
っ
た
流
木
を
積
ん
だ
最
初
の
輸
送

船
が
長
洲
港（
熊
本
県
長
洲
町
）か
ら
出
港
し
た
の

は
10
月
16
日
だ
っ
た
。発
電
所
に
受
け
入
れ
た
丸
太

は
構
内
貯
木
場
に
保
管
。導
入
し
た
破
砕
機
で
直
径

４
〜
５
㌢
㍍
の
チ
ッ
プ
に
加
工
し
て
混
焼
す
る
。

朝倉市・東峰村へ
支援物資提供
［福岡支社］

苓北火力での
流木受け入れ

日田市などでの
ボランティア
［大分支社］

トリプル
ボランティア
ツアー

募
金
活
動

　九州電力は九州北部豪雨の被災者を支援するた
め福岡県と大分県に対して九州電力グループによる
寄付金と従業員から集まった募金を贈った。福岡県に
は約3200万円、大分県には約930万円を贈呈した。
福岡では、8月31日に県庁で贈呈式が行われ、豊馬
誠・福岡支社長と福岡電力関連産業労働組合総連
合の矢田信浩会長が出席。大曲昭恵副知事に目録
を手渡した。大曲副知事は「被災された方々に皆さんの思いを
届けさせて頂く」と述べた。
　一方、大分では9月5日に県庁で贈呈式を開催。栗山嘉文・
大分支社長、大分県電力関連産業労働組合総連合の矢野
正一会長らが出席し、安東隆副知事に目録を手渡した。安東
副知事は「九州電力も多
大な被害を受けたにもか
かわらず、県のために義
援金を頂いたことに感謝
する」と謝意を伝えた。

被災地への

支援
活動

東峰村役場に支援物資を運び入れる社員

初日に行われた災害ボランティア活動。約５時間かけて土砂のかき出しなどの作業を完了させた

10月19日から発電所構内への流木の受け入れが開始された ボランティアではガラス清掃も行われた 大曲福岡県副知事（左）に目録を手渡す豊馬支社長（中央）

安東大分県副知事（右）に目録を手渡した
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し
や

が
れ
き
の
撤
去
と
いった
活
動
を
行った
。

　
一
方
、避
難
所
の
環
境
改
善
の
た
め
、九

州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業

（
福
岡
市
、平
田
宗
充
社
長
）が
朝
倉
市
と

東
峰
村
の
避
難
所
７
カ
所
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
21
台
を
設
置
し
た
。住
民
か
ら
は「
冷

房
が
な
く
暑
く
て
し
か
た
な
かっ
た
。道
な

き
道
を
歩
い
て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

し
に
来
て
頂
き
、と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
謝
意
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
大
分
支
社（
栗
山
嘉
文
執
行
役
員・支

社
長
）は
、九
州
北
部
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
大
分
県
日
田
市
で
災
害
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
計
３
回
、延
べ
59
人
が
参
加
し
て

実
施
し
た
ほ
か
、支
援
物
資
の
提
供
な
ど

を
行
っ
た
。災
害
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
7
月
25
、26
日
に
大
鶴
地
区
で
実
施
。一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
少
な
く
な

る
平
日
に
行
い
、支
社
エ
リ

ア
の
社
員
計
32
人
が
参

加
し
た
。活
動
で
は
、家

屋
に
流
入
し
た
土
砂
の
か

き
出
し
や
縁
側
の
ガ
ラ
ス

清
掃
な
ど
を
行
い
、家
主

か
ら
は「
仕
事
を
休
ん
で

ま
で
来
て
も
ら
い
、本
当

に
あ
り
が
た
い
」、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
か
ら
も「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
不
足
す
る
平
日
に
、団

体
で
来
て
頂
き
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
」な
ど
の
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。９
月

30
日
に
は
グ
ル
ー
プ
会
社

か
ら
の
参
加
も
得
て
計
27

人
で
、側
溝
の
泥
の
か
き

出
し
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、日
田
営
業
所（
阿
部
繁
喜
所
長
）

で
は
、７
月
初
旬
に
市
内
５
カ
所
の
避
難

所
を
訪
問
し
、熱
中
症
対
策
用
の
う
ち
わ

と
飴（
あ
め
）を「
暑
さ
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
」と
一
人
一
人
に
声
を
掛
け
な
が

ら
手
渡
し
た
。併
せ
て
、自
宅
に
戻
っ
た
際

に
電
気
を
安
全
に
使
って
頂
け
る
よ
う
に
、

屋
内
ブ
レ
ー
カ
ー
の
操
作
手
順
な
ど
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

　
同
支
社
で
は
９
月
の
台
風
18
号
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
、津
久
見
、佐
伯
、臼

杵
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
同
月
23

日
に
実
施
。グ
ル
ー
プ
大
で
25
人
が
参
加

し
、床
下
の
泥
の
か
き
出
し
作
業
な
ど
に

汗
を
流
し
た
。

　
九
州
電
力
は
グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電
旅
行
サ
ー
ビ
ス
と
共

同
で
9
月
１
日
か
ら
２
日
間
、九
州
北
部
豪
雨
の
被
災
地
域

で「
ト
リ
プ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」を
企
画
し
た
。こ
れ
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電
旅
行
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア・観
光・情
報
発
信
の
3
点
で
被
災
地
を
支
援
す
る

取
り
組
み
。土
、日
曜
日
に
比
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
少
な
く

な
る
平
日
に
被
災
地
に
入
り
、被
災
家
屋
の
片
付
け
な
ど
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
。災
害
の
影
響
で
宿
泊
客
の
キ
ャン

セ
ル
が
相
次
ぐ
被
災
地
周
辺
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
、翌
日

は
周
辺
を
観
光
す
る
。ツ
ア
ー
を
終
え
た
後
は
、被
災
地
の

現
状
や
観
光
地
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）な
ど
で
発
信
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、九
州
電
力
や
グ
ル
ー
プ
会
社
の
九
電

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
社
員
が
参
加
し
た
。初
日
、

参
加
者
は
朝
倉
市
杷
木
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
を
済
ま
せ
活
動
場
所
に
移
動
。住
宅
の
裏
に
流
れ
込
ん

だ
土
砂
な
ど
を
撤
去
す
る
作
業
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
。重

機
が
入
れ
な
い
場
所
を
中
心
に
、乾
い
て
固
まった
土
砂
を
ス

コッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
、バ
ケ
ツ
で
屋
外
に
運
び
出
し
た
。強
い

日
差
し
の
中
、声
を
掛
け
合
い
、約
5
時
間
を
か
け
て
作
業

を
完
了
し
た
。熱
中
症
防
止
の
た
め
適
宜
、休
憩
を
取
り
な

が
ら
の
作
業
だった
。家
主
か
ら
は「
短
時
間
で
、こ
ん
な
に
き

れ
い
に
な
る
と
は
思
わ
な
かった
」と
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　
夜
は
被
災
地
域
に
あ
る
筑
後
川
温
泉（
福
岡
県
う
き
は

市
）に
宿
泊
し
、疲
れ
た
体
を
癒
や
し
た
。２
日
目
は
、朝
倉

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
豪
雨
被
害
を
乗
り
越
え
復
活
し
た「
三

連
水
車
」を
見
学
。東
峰
村
で
は
、伝
統
工
芸
品
で
あ
る
小

石
原
焼
の
窯
元
で
陶
磁
器
を
購
入
し
た
。参
加
者
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
の
ほ
か
、「
お
土
産
を
知
人
に
配
る
際
に
被
災

地
の
様
子
を
伝
え
た
い
」と
口
コ
ミ
に
よ
る
情
報
拡
散
も
忘

れ
な
い
。

　
九
州
電
力
は
九
州
北
部
豪
雨
で

発
生
し
た
流
木
の
受
け
入
れ
を
、苓

北
発
電
所（
熊
本
県
苓
北
町
）で
10

月
19
日
か
ら
始
め
た
。同
社
で
は

「
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
の
た

め
に
も
、流
木
の
処
理
は
非
常
に
大

切
な
仕
事
」（
瓜
生
道
明
社
長
）と
の

思
い
か
ら
、流
木
の
受
け
入
れ
を
決

め
た
。

　
流
木
は
、丸
太
の
状
態
で
苓
北
発

電
所
に
搬
入
。所
内
で
チ
ッ
プ
に
加
工

し
、石
炭
と
混
ぜ
て
発
電
用
燃
料
と

し
て
利
用
す
る
。福
岡
県
の
推
計
に

よ
る
と
豪
雨
で
発
生
し
た
流
木
は
２０

万
5
0
0
0
㌧
。九
州
電
力
で
は

2
0
1
9
年
３
月
ま
で
に
最
大
５
万
㌧
、全
体
の
約
４

分
の
１
を
引
き
取
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
九
州
電
力
が
発
電
用
燃
料
の
一
部
と
し
て
流
木

を
受
け
入
れ
る
の
は
初
め
て
。苓
北
発
電
所
の
上
枡

正
則
所
長
は
、流
木
を
受
け
入
れ
る
ス
キ
ー
ム
構
築

は「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　
チ
ッ
プ
に
加
工
す
る
破
砕
機
に
か
け
や
す
く
す
る

た
め
に
処
理
を
行
っ
た
流
木
を
積
ん
だ
最
初
の
輸
送

船
が
長
洲
港（
熊
本
県
長
洲
町
）か
ら
出
港
し
た
の

は
10
月
16
日
だ
っ
た
。発
電
所
に
受
け
入
れ
た
丸
太

は
構
内
貯
木
場
に
保
管
。導
入
し
た
破
砕
機
で
直
径

４
〜
５
㌢
㍍
の
チ
ッ
プ
に
加
工
し
て
混
焼
す
る
。

朝倉市・東峰村へ
支援物資提供
［福岡支社］

苓北火力での
流木受け入れ

日田市などでの
ボランティア
［大分支社］

トリプル
ボランティア
ツアー

募
金
活
動

　九州電力は九州北部豪雨の被災者を支援するた
め福岡県と大分県に対して九州電力グループによる
寄付金と従業員から集まった募金を贈った。福岡県に
は約3200万円、大分県には約930万円を贈呈した。
福岡では、8月31日に県庁で贈呈式が行われ、豊馬
誠・福岡支社長と福岡電力関連産業労働組合総連
合の矢田信浩会長が出席。大曲昭恵副知事に目録
を手渡した。大曲副知事は「被災された方々に皆さんの思いを
届けさせて頂く」と述べた。
　一方、大分では9月5日に県庁で贈呈式を開催。栗山嘉文・
大分支社長、大分県電力関連産業労働組合総連合の矢野
正一会長らが出席し、安東隆副知事に目録を手渡した。安東
副知事は「九州電力も多
大な被害を受けたにもか
かわらず、県のために義
援金を頂いたことに感謝
する」と謝意を伝えた。

被災地への

支援
活動

東峰村役場に支援物資を運び入れる社員

初日に行われた災害ボランティア活動。約５時間かけて土砂のかき出しなどの作業を完了させた

10月19日から発電所構内への流木の受け入れが開始された ボランティアではガラス清掃も行われた 大曲福岡県副知事（左）に目録を手渡す豊馬支社長（中央）

安東大分県副知事（右）に目録を手渡した
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長崎支社の
取り組み

地域との信頼関係を
深めるために

　
長
崎
で
は
、夏
の
伝
統
行

事
と
し
て「
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選

手
権
大
会
」が
長
崎
港
で
開

催
さ
れ
る
。ペ
ー
ロ
ン
は
木
製

手
こ
ぎ
船
を
使
っ
て
往
復

1
1
5
0
㍍
の
コ
ー
ス
で
タ
イ

ム
を
競
う
レ
ー
ス
。職
域
対
抗

レ
ー
ス
に
は
九
州
電
力
を
含

む
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。九
州

電
力
は
４
事
業
所
か
ら
34
人

が
参
加
し
、一
丸
と
な
って
櫂

（
か
い
）を
こ
ぎ
続
け
た
。予
選

で
は
長
崎
市
役
所
な
ど
と
対

戦
。レ
ー
ス
展
開
は
好
調
だ
っ

た
も
の
の
折
り
返
し
地
点
で

ブ
イ
の
内
側
を
タ
ー
ン
し
て
し

長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
出
場

ま
い
、失
格
と
な
っ
た
。そ
の

後
、敗
者
復
活
戦
で
勝
利
し

て
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　
準
決
勝
は
九
電
工
や
Ｊ
パ

ワ
ー（
電
源
開
発
）、西
部
ガ
ス

な
ど
と
対
戦
し
、２
着
で
決
勝

に
進
出
。決
勝
は
４
着
と
健

闘
し
た
。３
月
中
旬
か
ら
練

習
を
始
め
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
海
上
練
習
を
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
が
表
れ
た
。

　
同
社
長
崎
支
社
は
1
9
9
3

年
か
ら
職
域
対
抗
レ
ー
ス
に
参

加
し
て
お
り
、今
年
で
２5
回

目
。地
域
と
の
関
係
を
深
め

る
取
り
組
み
と
し
て
今
後
も

参
加
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
長
崎
支
社
で
は
、九
電
工

長
崎
支
店
、九
州
電
気
保
安

協
会
長
崎
支
部
と
と
も
に
、

毎
年
11
月
、長
崎
県
内
に
お

け
る
重
要
文
化
財
等
の
配
線

重
要
文
化
財
等
の
配
線
お
よ
び
避
雷
針
点
検
活
動

お
よ
び
避
雷
針
の
点
検
活
動

を
行
って
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
、1
9
7
0

年
に
開
始
。当
初
長
崎
市
内

で
実
施
し
て
き
た
活
動
が
、最

第
2

8
4

4
8

号
2
0
1
7

年（
平

成
2
9

年
） 1

2
月
2
1

日（
木

曜
日

）

「マイ箸作り」などが行われた環境体験ブース

日頃の練習成果を発揮し、決勝では４着と健闘した

大浦天主堂をはじめ重要文化財の
配線・避雷針点検を行った

各支社の代表的な地域共生活動
北九州支社の
取り組み

九州の豊かな森を
ずっと先まで残していくために

　「PlayForest

（
プ
レ
イ
フ
ォ

レ
ス
ト
）」は
、2
0
1
6
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
、子
ど
も
た
ち

に
森
に
親
し
ん
で
も
ら
う
環

境
イ
ベン
ト
。九
州
電
力
各
支

社
が
中
心
と
な
り
毎
年
開
催

し
て
い
る
。「
自
然
を
守
る
、学

ぶ
、楽
し
む
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、森
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
こ
と
で
九
州
の
豊
か
な

森
を
未
来
ま
で
残
し
た
い
と

い
う
同
社
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　
参
加
者
募
集
開
始
か
ら
数

日
で
定
員
に
達
す
る
ほ
ど
の

人
気
ぶ
り
で
、16
年
度
は
、全

社
で
4
千
人
を
超
え
る
小
学

プ
レ
イ
フ
ォ
レ
ス
ト

生
と
そ
の
保
護
者
が
プ
レ
イ

フ
ォ
レ
ス
ト
に
参
加
し
た
。

　
17
年
10
月
１
日
に
北
九
州

市
内
で
開
催
さ
れ
た「
プ
レ
イ

フ
ォ
レ
ス
ト
2
0
1
7
in
山
田

緑
地
」に
は
、親
子
連
れ
な
ど

約
8
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、受
け
付
け
を
済
ま
せ
る

と
、は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て

ま
ず
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

会
場
に
向
か
っ
た
。ス
ラ
イ
ド

や
小
道
具
を
用
い
た
分
か
り

や
す
い
説
明
で
、森
の
大
切
な

役
割
で
あ
る
生
物
多
様
性
保

全
機
能
や
、水
源
涵
養（
か
ん

よ
う
）機
能
、土
壌
保
全
・土

砂
災
害
防
止
機
能
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
る

と
、子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に
環
境
体

験
ブ
ー
ス
に
散
ら

ば
っ
た
。地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に

協
力
を
得
て
出
展

さ
れ
た
ブ
ー
ス
は

17
。木
工
ク
ラ
フ
ト

作
り
や
、ピ
ザ
作

り
、ロ
ー
プ
を
使
っ

た
木
登
り
や
薪
割

り
体
験
な
ど
、ど

れ
も
楽
し
み
な
が

ら
森
の
恵
み
を
体

感
で
き
る
メ
ニュ
ー

だ
。九
州
電
力
か

ら
も
、グ
ル
ー
プ
会

佐賀支社の
取り組み

地域の一員として、
地域を盛り上げて
いくために

　「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

バ
ル
ー
ン
フェス
タ
」は
、佐
賀
市

の
嘉
瀬
川
河
川
敷
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
熱
気
球
の
国
際
的
な
競
技

大
会
。今
年
も
、11
月
1
〜
5

日
に
開
催
さ
れ
た
。秋
の
風
物

「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」へ
の
協
力

詩
で
あ
る
バ
ル
ー
ン
を
ひ
と
目

見
よ
う
と
集
ま
っ
た
観
客
は
延

べ
88
万
6
千
人
に
も
上
っ
た
。

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
バ
ル
ー
ニ

ス
ト
に
よ
る
熱
戦
に
加
え
、

様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。

　
九
州
電
力
か
ら
も
５
日
間

で
延
べ
93
人
の
社
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、ア
ニ
メ
や

映
画
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

巨
大
バ
ル
ー
ン
に
な
っ
て
登
場

す
る「
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
」の
運
営
を
手
伝
い
、キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ル
ー
ン
の
立
ち
上
げ

や
撤
収
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
社
バ
ル
ー
ン
部
は
、同
社
の

バ
ル
ー
ン
に
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

を
搭
乗
さ
せ
る
な
ど
の
形
で

サ
ポ
ー
ト
。ま
た
、大
会
中
に

バ
ル
ー
ン
が
電
線
に
接
触
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、佐
賀
と

福
岡
エ
リ
ア
の
社
員
延
べ

1
3
8
人
で
、事
前
説
明
会

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

　
九
州
電
力
佐
賀
支
社
で

は
、2
0
1
6
年
度
か
ら「
こ

ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」の
一
環
で
ふ

れ
あ
い
町
づ
く
り
実
行
委
員

会
と
の
協
働
に
よ
り
、佐
賀
駅

北
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。今
年
は
、10
月
29
日（
日
）

に「
駅
北
く
〜
よ
か
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」

と
銘
打
っ
て
開
催
。駅
北
の
７

「
駅
北
く
〜
よ
か
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」を
開
催

つ
の
会
場
で
、様
々
な
団
体
、

店
舗
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

約
50
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、悪
天

候
な
が
ら
も
、1
8
0
0
人

を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え

た
。来
場
者
は
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
片
手
に
、佐
賀
県
産

品
等
を
味
わ
え
る
フ
ー
ド
エ

リ
ア
や
地
元
の
高
校
に
よ
る

開
発
商
品
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
、地
域

の
福
祉
事
業
所
に
よ
る
想
い

の
こ
も
っ
た
お
菓
子
等
の
販
売

ブ
ー
ス
な
ど
を
周
遊
。同
社
か

ら
も
、芋
掘
り
や
Ｉ
Ｈ
料
理
教

室
、科
学
実
験
教
室
な
ど
を

出
展
し
、佐
賀
駅
北
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。

　
今
回
の
イ
ベン
ト
は
２
月
か

ら
準
備
を
開
始
。合
計
20
回

も
の
事
務
局
会
議
を
重
ね
、

地
域
の
方
々
と
一

緒
に
イ
ベン
ト
を
創

り
上
げ
た
。

　
同
社
佐
賀
支
社

で
は
、地
域
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
協
力
、協

働
を
通
じ
て
、今

後
も
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く

予
定
だ
。

九州電力のバルーンにはメディア関係
者が搭乗し、上空からの撮影を行った

撤収作業などの運営サポートも行った

ホームアドバイザーによる調理実演

栄養と食事の基本などをテーマに行われた健康講座

屋内配線の点検作業

社
の
九
州
林
産（
福
岡
市
、古

賀
稔
久
社
長
）が
管
理
す
る

社
有
林
の
間
伐
材
を
活
用
し

た「
マ
イ
箸
作
り
」を
出
展
。

子
ど
も
た
ち
は
社
員
の
や
さ

し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
カ
ン
ナ
を

引
い
て
い
た
。

　
穏
や
か
な
秋
の
日
曜
日
。

精
いっ
ぱ
い
、森
で
学
び
、森
を

楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、少

し
疲
れ
た
様
子
で
、お
父
さ

ん
、お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
会
場
を
後
に
し
た
。

近
で
は
長
崎
県
内
に
広
が
って

お
り
、今
年
で
48
回
目
に
な

る
。木
造
建
築
物
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
重
要
文
化
財
は
、ひ

と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と

焼
失
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
た
め
、意
義
深
い
取
り
組
み

と
し
て
地
域
か
ら
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
長
崎
市
に
は
、大
浦
天
主

堂
を
は
じ
め
、歴
史
的
建
築

物
が
数
多
く
存
在
し
、点
検

活
動
の
対
象
は
こ
れ
ら
の
国

宝
な
ど
を
含
め
18
カ
所
に
上

る
。「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
動

き
も
活
動
が
広
が
る
後
押
し

熊本支社の
取り組み

被災者の
健康的な
暮らしに向けて

　
熊
本
支
社
で
は
、２
０
１
６

年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
り
、仮
設
団
地
に
入
居
さ

れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
を

対
象
に
、入
居
者
同
士
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
や
健
康
増
進

を
目
的
と
し
て
、今
年
5
月

か
ら
お
お
む
ね
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
健
康・料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。

　
健
康・料
理
教
室
で
は
、同

社
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定

や
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に

関
す
る
講
話
や
、管
理
栄
養

士
に
よ
る
食
事
の
基
本
に
関

す
る
講
話
を
中
心
と
し
た
健

康
教
室
、ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
を
用
い

た
料
理
教
室
等

を
行
って
い
る
。

　
参
加
者
か
ら

は
、「
日
頃
、見

落
と
し
が
ち
な

食
や
栄
養
に
関

す
る
気
づ
き
が

得
ら
れ
た
」「
教

え
て
も
ら
っ
た

料
理
を
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」

「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
の
火

力
や
タ
イ
マ
ー

機
能
は
魅
力

的
」
な
ど
高
い

仮
設
団
地
で
健
康・料
理
教
室評

価
を
頂
い
て
い
る
。

　
８
月
３０
日
に
嘉
島
町
で
同

教
室
を
開
催
し
た
際
に
は
、

嘉
島
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー（
仮
設
団
地
の
運
営
管

理
者
）か
ら
も
健
康
教
室
の

内
容
に
つい
て
高
い
評
価
を
頂

き
、継
続
的
な
開
催
を
希
望

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、嘉
島
町
内

全
仮
設
団
地
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
加
え
て
、１１
月
か
ら
は
、

仮
設
団
地
入
居
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
管
理
栄
養
士

に
よ
る
健
康
講
座
に
電
子

レ
ン
ジ
を
用
い
た
簡
単
レ
シ

ピ
の
実
演
を
追
加
し
て
開

催
し
て
い
る
。

　
同
社
熊
本
支
社
で
は
、今

後
も
熊
本
県
の「
創
造
的
復

興
」に
寄
与
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

に
な
っ
た
。

　
長
崎
市
内
で
の
点
検

活
動
は
、点
検
当
日
の
約

２
カ
月
前
か
ら
準
備
を

始
め
る
。当
日
は
、九
電

工
が
絶
縁
抵
抗
測
定
、保

安
協
会
が
避
雷
針
の
点

検
、九
州
電
力
が
取
材
対

応
を
実
施
。九
電
工
、保

安
協
会
と
も
に
熟
練
の

技
術
で
、流
れ
る
よ
う
に

作
業
を
進
め
て
い
く
。た

だ
早
い
だ
け
で
な
く
、地
域
の

宝
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
で
、

一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
。

　
配
線
お
よ
び
避
雷
針
点
検

活
動
は
、同
社
グ
ル
ー
プ
が
、こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を

地
域
の
た
め
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、今
後
も
こ
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
宝
で
あ
る
重

要
文
化
財
等
の
保
全
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

家族が参加したＩＨ料理教室

同社生物資源研究センターでの芋掘り体験

フードエリアでの地元店舗による販売
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長崎支社の
取り組み

地域との信頼関係を
深めるために

　
長
崎
で
は
、夏
の
伝
統
行

事
と
し
て「
長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選

手
権
大
会
」が
長
崎
港
で
開

催
さ
れ
る
。ペ
ー
ロ
ン
は
木
製

手
こ
ぎ
船
を
使
っ
て
往
復

1
1
5
0
㍍
の
コ
ー
ス
で
タ
イ

ム
を
競
う
レ
ー
ス
。職
域
対
抗

レ
ー
ス
に
は
九
州
電
力
を
含

む
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。九
州

電
力
は
４
事
業
所
か
ら
34
人

が
参
加
し
、一
丸
と
な
って
櫂

（
か
い
）を
こ
ぎ
続
け
た
。予
選

で
は
長
崎
市
役
所
な
ど
と
対

戦
。レ
ー
ス
展
開
は
好
調
だ
っ

た
も
の
の
折
り
返
し
地
点
で

ブ
イ
の
内
側
を
タ
ー
ン
し
て
し

長
崎
ペ
ー
ロ
ン
選
手
権
大
会
出
場

ま
い
、失
格
と
な
っ
た
。そ
の

後
、敗
者
復
活
戦
で
勝
利
し

て
準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　
準
決
勝
は
九
電
工
や
Ｊ
パ

ワ
ー（
電
源
開
発
）、西
部
ガ
ス

な
ど
と
対
戦
し
、２
着
で
決
勝

に
進
出
。決
勝
は
４
着
と
健

闘
し
た
。３
月
中
旬
か
ら
練

習
を
始
め
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
海
上
練
習
を
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
が
表
れ
た
。

　
同
社
長
崎
支
社
は
1
9
9
3

年
か
ら
職
域
対
抗
レ
ー
ス
に
参

加
し
て
お
り
、今
年
で
２5
回

目
。地
域
と
の
関
係
を
深
め

る
取
り
組
み
と
し
て
今
後
も

参
加
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
長
崎
支
社
で
は
、九
電
工

長
崎
支
店
、九
州
電
気
保
安

協
会
長
崎
支
部
と
と
も
に
、

毎
年
11
月
、長
崎
県
内
に
お

け
る
重
要
文
化
財
等
の
配
線

重
要
文
化
財
等
の
配
線
お
よ
び
避
雷
針
点
検
活
動

お
よ
び
避
雷
針
の
点
検
活
動

を
行
って
い
る
。

　
こ
の
活
動
は
、1
9
7
0

年
に
開
始
。当
初
長
崎
市
内

で
実
施
し
て
き
た
活
動
が
、最

第
2

8
4

4
8

号
2
0
1
7

年（
平

成
2
9

年
） 1

2
月
2
1

日（
木

曜
日

）

「マイ箸作り」などが行われた環境体験ブース

日頃の練習成果を発揮し、決勝では４着と健闘した

大浦天主堂をはじめ重要文化財の
配線・避雷針点検を行った

各支社の代表的な地域共生活動
北九州支社の
取り組み

九州の豊かな森を
ずっと先まで残していくために

　「PlayForest

（
プ
レ
イ
フ
ォ

レ
ス
ト
）」は
、2
0
1
6
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
、子
ど
も
た
ち

に
森
に
親
し
ん
で
も
ら
う
環

境
イ
ベン
ト
。九
州
電
力
各
支

社
が
中
心
と
な
り
毎
年
開
催

し
て
い
る
。「
自
然
を
守
る
、学

ぶ
、楽
し
む
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、森
を
大
切
に
す
る
心
を

育
む
こ
と
で
九
州
の
豊
か
な

森
を
未
来
ま
で
残
し
た
い
と

い
う
同
社
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　
参
加
者
募
集
開
始
か
ら
数

日
で
定
員
に
達
す
る
ほ
ど
の

人
気
ぶ
り
で
、16
年
度
は
、全

社
で
4
千
人
を
超
え
る
小
学

プ
レ
イ
フ
ォ
レ
ス
ト

生
と
そ
の
保
護
者
が
プ
レ
イ

フ
ォ
レ
ス
ト
に
参
加
し
た
。

　
17
年
10
月
１
日
に
北
九
州

市
内
で
開
催
さ
れ
た「
プ
レ
イ

フ
ォ
レ
ス
ト
2
0
1
7
in
山
田

緑
地
」に
は
、親
子
連
れ
な
ど

約
8
0
0
人
が
参
加
し
た
。

　
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、受
け
付
け
を
済
ま
せ
る

と
、は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て

ま
ず
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

会
場
に
向
か
っ
た
。ス
ラ
イ
ド

や
小
道
具
を
用
い
た
分
か
り

や
す
い
説
明
で
、森
の
大
切
な

役
割
で
あ
る
生
物
多
様
性
保

全
機
能
や
、水
源
涵
養（
か
ん

よ
う
）機
能
、土
壌
保
全
・土

砂
災
害
防
止
機
能
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。　

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
終
わ
る

と
、子
ど
も
た
ち

は
一
斉
に
環
境
体

験
ブ
ー
ス
に
散
ら

ば
っ
た
。地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に

協
力
を
得
て
出
展

さ
れ
た
ブ
ー
ス
は

17
。木
工
ク
ラ
フ
ト

作
り
や
、ピ
ザ
作

り
、ロ
ー
プ
を
使
っ

た
木
登
り
や
薪
割

り
体
験
な
ど
、ど

れ
も
楽
し
み
な
が

ら
森
の
恵
み
を
体

感
で
き
る
メ
ニュ
ー

だ
。九
州
電
力
か

ら
も
、グ
ル
ー
プ
会

佐賀支社の
取り組み

地域の一員として、
地域を盛り上げて
いくために

　「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

バ
ル
ー
ン
フェス
タ
」は
、佐
賀
市

の
嘉
瀬
川
河
川
敷
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
熱
気
球
の
国
際
的
な
競
技

大
会
。今
年
も
、11
月
1
〜
5

日
に
開
催
さ
れ
た
。秋
の
風
物

「
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」へ
の
協
力

詩
で
あ
る
バ
ル
ー
ン
を
ひ
と
目

見
よ
う
と
集
ま
っ
た
観
客
は
延

べ
88
万
6
千
人
に
も
上
っ
た
。

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
バ
ル
ー
ニ

ス
ト
に
よ
る
熱
戦
に
加
え
、

様
々
な
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。

　
九
州
電
力
か
ら
も
５
日
間

で
延
べ
93
人
の
社
員
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、ア
ニ
メ
や

映
画
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

巨
大
バ
ル
ー
ン
に
な
っ
て
登
場

す
る「
バ
ル
ー
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
」の
運
営
を
手
伝
い
、キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
バ
ル
ー
ン
の
立
ち
上
げ

や
撤
収
作
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

同
社
バ
ル
ー
ン
部
は
、同
社
の

バ
ル
ー
ン
に
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

を
搭
乗
さ
せ
る
な
ど
の
形
で

サ
ポ
ー
ト
。ま
た
、大
会
中
に

バ
ル
ー
ン
が
電
線
に
接
触
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、佐
賀
と

福
岡
エ
リ
ア
の
社
員
延
べ

1
3
8
人
で
、事
前
説
明
会

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

　
九
州
電
力
佐
賀
支
社
で

は
、2
0
1
6
年
度
か
ら「
こ

ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」の
一
環
で
ふ

れ
あ
い
町
づ
く
り
実
行
委
員

会
と
の
協
働
に
よ
り
、佐
賀
駅

北
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。今
年
は
、10
月
29
日（
日
）

に「
駅
北
く
〜
よ
か
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」

と
銘
打
っ
て
開
催
。駅
北
の
７

「
駅
北
く
〜
よ
か
Ｆ
Ｅ
Ｓ
」を
開
催

つ
の
会
場
で
、様
々
な
団
体
、

店
舗
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

約
50
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、悪
天

候
な
が
ら
も
、1
8
0
0
人

を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え

た
。来
場
者
は
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
片
手
に
、佐
賀
県
産

品
等
を
味
わ
え
る
フ
ー
ド
エ

リ
ア
や
地
元
の
高
校
に
よ
る

開
発
商
品
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
、地
域

の
福
祉
事
業
所
に
よ
る
想
い

の
こ
も
っ
た
お
菓
子
等
の
販
売

ブ
ー
ス
な
ど
を
周
遊
。同
社
か

ら
も
、芋
掘
り
や
Ｉ
Ｈ
料
理
教

室
、科
学
実
験
教
室
な
ど
を

出
展
し
、佐
賀
駅
北
を
大
い
に

盛
り
上
げ
た
。

　
今
回
の
イ
ベン
ト
は
２
月
か

ら
準
備
を
開
始
。合
計
20
回

も
の
事
務
局
会
議
を
重
ね
、

地
域
の
方
々
と
一

緒
に
イ
ベン
ト
を
創

り
上
げ
た
。

　
同
社
佐
賀
支
社

で
は
、地
域
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
協
力
、協

働
を
通
じ
て
、今

後
も
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
く

予
定
だ
。

九州電力のバルーンにはメディア関係
者が搭乗し、上空からの撮影を行った

撤収作業などの運営サポートも行った

ホームアドバイザーによる調理実演

栄養と食事の基本などをテーマに行われた健康講座

屋内配線の点検作業

社
の
九
州
林
産（
福
岡
市
、古

賀
稔
久
社
長
）が
管
理
す
る

社
有
林
の
間
伐
材
を
活
用
し

た「
マ
イ
箸
作
り
」を
出
展
。

子
ど
も
た
ち
は
社
員
の
や
さ

し
い
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
カ
ン
ナ
を

引
い
て
い
た
。

　
穏
や
か
な
秋
の
日
曜
日
。

精
いっ
ぱ
い
、森
で
学
び
、森
を

楽
し
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、少

し
疲
れ
た
様
子
で
、お
父
さ

ん
、お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ

な
が
ら
会
場
を
後
に
し
た
。

近
で
は
長
崎
県
内
に
広
が
って

お
り
、今
年
で
48
回
目
に
な

る
。木
造
建
築
物
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
重
要
文
化
財
は
、ひ

と
た
び
火
災
が
発
生
す
る
と

焼
失
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
た
め
、意
義
深
い
取
り
組
み

と
し
て
地
域
か
ら
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　
長
崎
市
に
は
、大
浦
天
主

堂
を
は
じ
め
、歴
史
的
建
築

物
が
数
多
く
存
在
し
、点
検

活
動
の
対
象
は
こ
れ
ら
の
国

宝
な
ど
を
含
め
18
カ
所
に
上

る
。「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
動

き
も
活
動
が
広
が
る
後
押
し

熊本支社の
取り組み

被災者の
健康的な
暮らしに向けて

　
熊
本
支
社
で
は
、２
０
１
６

年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に

よ
り
、仮
設
団
地
に
入
居
さ

れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
を

対
象
に
、入
居
者
同
士
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
形
成
や
健
康
増
進

を
目
的
と
し
て
、今
年
5
月

か
ら
お
お
む
ね
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
健
康・料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。

　
健
康・料
理
教
室
で
は
、同

社
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定

や
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に

関
す
る
講
話
や
、管
理
栄
養

士
に
よ
る
食
事
の
基
本
に
関

す
る
講
話
を
中
心
と
し
た
健

康
教
室
、ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
を
用
い

た
料
理
教
室
等

を
行
って
い
る
。

　
参
加
者
か
ら

は
、「
日
頃
、見

落
と
し
が
ち
な

食
や
栄
養
に
関

す
る
気
づ
き
が

得
ら
れ
た
」「
教

え
て
も
ら
っ
た

料
理
を
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」

「
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
の
火

力
や
タ
イ
マ
ー

機
能
は
魅
力

的
」
な
ど
高
い

仮
設
団
地
で
健
康・料
理
教
室評

価
を
頂
い
て
い
る
。

　
８
月
３０
日
に
嘉
島
町
で
同

教
室
を
開
催
し
た
際
に
は
、

嘉
島
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー（
仮
設
団
地
の
運
営
管

理
者
）か
ら
も
健
康
教
室
の

内
容
に
つい
て
高
い
評
価
を
頂

き
、継
続
的
な
開
催
を
希
望

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、嘉
島
町
内

全
仮
設
団
地
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
加
え
て
、１１
月
か
ら
は
、

仮
設
団
地
入
居
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
管
理
栄
養
士

に
よ
る
健
康
講
座
に
電
子

レ
ン
ジ
を
用
い
た
簡
単
レ
シ

ピ
の
実
演
を
追
加
し
て
開

催
し
て
い
る
。

　
同
社
熊
本
支
社
で
は
、今

後
も
熊
本
県
の「
創
造
的
復

興
」に
寄
与
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

に
な
っ
た
。

　
長
崎
市
内
で
の
点
検

活
動
は
、点
検
当
日
の
約

２
カ
月
前
か
ら
準
備
を

始
め
る
。当
日
は
、九
電

工
が
絶
縁
抵
抗
測
定
、保

安
協
会
が
避
雷
針
の
点

検
、九
州
電
力
が
取
材
対

応
を
実
施
。九
電
工
、保

安
協
会
と
も
に
熟
練
の

技
術
で
、流
れ
る
よ
う
に

作
業
を
進
め
て
い
く
。た

だ
早
い
だ
け
で
な
く
、地
域
の

宝
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
で
、

一
つ
一
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
。

　
配
線
お
よ
び
避
雷
針
点
検

活
動
は
、同
社
グ
ル
ー
プ
が
、こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を

地
域
の
た
め
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
り
、今
後
も
こ
の
活
動
を

通
じ
て
地
域
の
宝
で
あ
る
重

要
文
化
財
等
の
保
全
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

家族が参加したＩＨ料理教室

同社生物資源研究センターでの芋掘り体験

フードエリアでの地元店舗による販売
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各支社の代表的な地域共生活動九電みらい財団の取り組み

日南営業所のコミュニティスペースで行われた「日南こども食堂」

町内会や地域のＮＰＯと協働で行われた
竹林整備ボランティア

手作りの竹ぽっくりで一緒に
遊ぶ親子

つわぶきの会、日南市、九州電力の３社で協定が締結された

宮崎支社の
取り組み

私たちの職場を
子どもたちの居場所に

　
日
南
市
の
花
で
あ
る「
つ
わ

ぶ
き
」の
花
言
葉
は
、「
困
難

に
負
け
な
い
」「
困
難
に
傷
つ

け
ら
れ
な
い
」。「
日
南
こ
ど

も
食
堂 

つ
わ
ぶ
き
の
会
」は
、

子
供
た
ち
に
自
分
た
ち
の
居

場
所
と
思
え
る
場
所
や
食
事

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。今
年

９
月
に
、同
団
体
と
、地
域
に

開
か
れ
た
事
業
所
づ
く
り
に

取
り
組
む
九
州
電
力
、子
ど

日
南
こ
ど
も
食
堂
を

オ
ー
プ
ン

も
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
日
南
市
、３
者
の
思
い
が
結

実
し
、「
日
南
こ
ど
も
食
堂
」

の
開
設
に
関
す
る
協
定
を
締

結
。同
社
日
南
営
業
所
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
て
、毎
月
第
４
土
曜
日
に

食
堂
を
開
設
し
て
い
く
予
定

だ
。

　
９
月
30
日
、記
念
す
べ
き
第

１
回「
日
南
こ
ど
も
食
堂
」が

オ
ー
プ
ン
。食
材
は
、お
米
に

豚
肉
、ピ
ー
マ
ン
、チ
ョ
ウ
ザ
メ
、

み
か
ん
な
ど
新
鮮
な
食
材
を

地
元
農
家
が
提
供
。

そ
の
食
材
を「
つ
わ

ぶ
き
の
会
」の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
Ｉ

鹿児島支社の
取り組み

地域の方々と一緒に、               
竹林を整備し、
安全安心な街づくり

　
鹿
児
島
支
社
で
は
2
0
1

6
年
12
月
、日
置
市
の
深
固

院（
し
ん
こ
い
ん
）跡
で
、町
内

会
や
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働

で
、竹
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
。深
固
院
跡
は
、鹿

児
島
で
有
名
な「
し
ん
こ
団

子
」の
発
祥
の
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。「
高
齢
化
な
ど

の
影
響
で
放
置
竹
林
の
整
備

が
進
ま
ず
に
困
っ
て
い
る
」と

い
う
地
域
の
声
を
耳
に
し
た

こ
と
か
ら
、協
力
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

「
こ
ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」

 

当
日
は
、樹
木
伐
採
を
専
門

と
す
る
関
係
会
社
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、30
人
程
度
で
作

業
を
実
施
。２
時
間
あ
ま
り

の
作
業
で
、数
十
本
の
竹
を
伐

採
し
、地
域
の
方
々
か
ら「
な

か
な
か
手
が
回
ら
な
か
っ
た
作

業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、大
変

助
か
っ
た
」と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
た
。

　
同
月
末
に
は
、伐
採
し
た

竹
を
活
用
し
た
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。同
社
の

「
ミ
ニ
門
松・竹
と
ん
ぼ・竹
ぽっ

く
り
」ブ
ー
ス
を
含
め
、８
団

体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、市
内

の
家
族
連
れ
、約
1
2
0
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。イ
ベン

ト
会
場
は
、廃
校
と
な
っ
た
扇

尾
小
学
校
。コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
た
い
と

い
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上

げ
、会
場
と
し
て
使
わ
せ
て
も

ら
っ
た
。

　
同
社
鹿
児
島
支
社
で
は
今
後

も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
の
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
、地
域
の
方
々

と一緒
に
地
域
課
題
の
解
決
を

図
る「
こ
ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」の
取

り
組
み
を
、九
州
各
地
で
展
開

し
てい
く
こ
と
に
し
てい
る
。

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
手
際
よ
く
調
理
。10
品
ほ

ど
の
料
理
が
ビュッフェ
形
式
で

並
べ
ら
れ
、地
域
の
子
ど
も
や

大
人
が
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん

だ
。調
理
の
間
は
、日
南
高
校

の
生
徒
が
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で

育
児
支
援
。地
域
の
様
々
な

主
体
、世
代
が
協
力
し
、子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

同
社
宮
崎
支
社
で
は
、今
後

も
、営
業
所
を
子
ど
も
を
は

じ
め
、地
域
の
方
々
が
足
を

運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

的
で
地
域
に
開
か
れ
た
場
所

に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

「
環
境
活
動
」

「
次
世
代
育
成
支
援
活
動
」を
展
開

「くじゅう九電の森」での間伐体験

坊ガツル湿原での野焼き

　
当
財
団
は
、地
域
の
皆
さ
ま
や
お

客
さ
ま
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、環
境
保
全
、環
境

教
育
な
ど
の「
環
境
活
動
」と
、子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す

る
活
動
へ
の
助
成
を
行
う「
次
世
代

育
成
支
援
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
設
立
か
ら
２
年
目
と
な
る
２
０
１

７
年
度
は
、各
活
動
を
充
実
。環
境

保
全
で
は
、坊
ガ
ツ
ル
湿
原
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
く
、登
山
ツ

ア
ー
の
企
画
や
、ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
製

作
を
行
い
ま
し
た
。環
境
教
育
で
は
、

活
動
の
実
施
体
制
を
見
直
す
こ
と
で

規
模
の
大
き
い
学
校
で
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、約

1
3
0
0
人
の
方
に
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。こ
の
活
動
は
今
年
10
月
に

林
野
庁
が
後
援
す
る「F

orest

　 
G

ood

〜
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン

ク
ー
ル
〜
」に
お
い
て
特
別
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、高
い
評
価
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　
次
世
代
育
成
支
援
活
動
で
は
、助

成
金
の
贈
呈
だ
け
で
な
く
、団
体
の

活
動
を
財
団
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た
と
こ

ろ
、全
国
か
ら
活
動
への
賛
同
や
応
援

の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

助
成
先
団
体
の
中
に
は
、助
成
を

き
っ
か
け
に
九
州
電
力
の
事
業
所
と

協
働
で
活
動
を
行
う
ケ
ー
ス
も
生
ま

れ
て
お
り
、こ
う
いっ
た
点
も
他
の
助

成
事
業
に
は
な
い
取
り
組
み
と
し
て

評
価
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
加
え
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
。ま
た
、オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
す
る
な
ど
、

財
団
の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

　
お
か
げ
さ
ま
で
、こ
れ
ま
で
の
活

動
は
順
調
に
推
移
し
て
参
り
ま
し
た

が
、こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、今

後
と
も
様
々
な
地
域
や
人
、団
体
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
着

実
に
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、九
州

の
豊
か
な
地
域・社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域とともに活動
着実に

代表理事コメント

財団の概要と活動実績

田中 徹氏
一般財団法人九電みらい財団
代表理事
九州電力 ビジネスソリューション統括本部
地域共生本部 総務部長

　
九
州
電
力
は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
、地
域

の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
、環
境
活
動
と
次
世
代
育
成
支
援
活
動
を
行
う「
一

般
財
団
法
人
九
電
み
ら
い
財
団
」を
2
0
1
6
年
5
月

に
設
立
し
た
。

　
環
境
活
動
で
は
、く
じ
ゅ
う
坊
ガ
ツ
ル
湿
原（
大
分
県

竹
田
市
）一
帯
に
お
い
て
、湿
原
の
植
生
や
高
山
植
物
を

守
る
た
め
、地
域
の
方
々
と
九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
社
員

や
そ
の
家
族
で
行
う「
野
焼
き
」な
ど
の「
環
境
保
全
活

動
」を
実
施
。ま
た
、九
州
電
力
の
水
源
か
ん
養
林「
く

じ
ゅ
う
九
電
の
森
」（
大
分
県
由
布
市
）に
お
い
て
、地
球

温
暖
化
の
現
状
や
森
林
の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
講
話

と
、森
林
観
察
、間
伐
体

験
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
成
る「
環
境
教
育

活
動
」を
実
施
。小
中
学

生
を
主
な
対
象
と
し
、九

州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
九
州

林
産
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
次
世
代
育
成
支
援
活
動
」で
は
、地
域
の
諸
団
体
が

取
り
組
む
次
世
代
育
成
支
援
活
動
へ
の
助
成
を
実
施
。こ

れ
ま
で
に
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
文
化
を
学
び
、伝
統

芸
能
を
体
験
す
る
活
動
や
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
、育

児
に
悩
む
親
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
提
供
な

ど
に
取
り
組
む
40
の
団
体
に
対
し
、活
動
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　
九
電
み
ら
い
財
団
は
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

「
ず
っ
と
先
ま
で
、明
る
く
し
た
い
。」を
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
す
る「
九
州
電
力
の
思
い
」の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
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各支社の代表的な地域共生活動九電みらい財団の取り組み

日南営業所のコミュニティスペースで行われた「日南こども食堂」

町内会や地域のＮＰＯと協働で行われた
竹林整備ボランティア

手作りの竹ぽっくりで一緒に
遊ぶ親子

つわぶきの会、日南市、九州電力の３社で協定が締結された

宮崎支社の
取り組み

私たちの職場を
子どもたちの居場所に

　
日
南
市
の
花
で
あ
る「
つ
わ

ぶ
き
」の
花
言
葉
は
、「
困
難

に
負
け
な
い
」「
困
難
に
傷
つ

け
ら
れ
な
い
」。「
日
南
こ
ど

も
食
堂 

つ
わ
ぶ
き
の
会
」は
、

子
供
た
ち
に
自
分
た
ち
の
居

場
所
と
思
え
る
場
所
や
食
事

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。今
年

９
月
に
、同
団
体
と
、地
域
に

開
か
れ
た
事
業
所
づ
く
り
に

取
り
組
む
九
州
電
力
、子
ど

日
南
こ
ど
も
食
堂
を

オ
ー
プ
ン

も
の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

る
日
南
市
、３
者
の
思
い
が
結

実
し
、「
日
南
こ
ど
も
食
堂
」

の
開
設
に
関
す
る
協
定
を
締

結
。同
社
日
南
営
業
所
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
て
、毎
月
第
４
土
曜
日
に

食
堂
を
開
設
し
て
い
く
予
定

だ
。

　
９
月
30
日
、記
念
す
べ
き
第

１
回「
日
南
こ
ど
も
食
堂
」が

オ
ー
プ
ン
。食
材
は
、お
米
に

豚
肉
、ピ
ー
マ
ン
、チ
ョ
ウ
ザ
メ
、

み
か
ん
な
ど
新
鮮
な
食
材
を

地
元
農
家
が
提
供
。

そ
の
食
材
を「
つ
わ

ぶ
き
の
会
」の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
Ｉ

鹿児島支社の
取り組み

地域の方々と一緒に、               
竹林を整備し、
安全安心な街づくり

　
鹿
児
島
支
社
で
は
2
0
1

6
年
12
月
、日
置
市
の
深
固

院（
し
ん
こ
い
ん
）跡
で
、町
内

会
や
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働

で
、竹
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
。深
固
院
跡
は
、鹿

児
島
で
有
名
な「
し
ん
こ
団

子
」の
発
祥
の
地
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
。「
高
齢
化
な
ど

の
影
響
で
放
置
竹
林
の
整
備

が
進
ま
ず
に
困
っ
て
い
る
」と

い
う
地
域
の
声
を
耳
に
し
た

こ
と
か
ら
、協
力
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

「
こ
ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」

 

当
日
は
、樹
木
伐
採
を
専
門

と
す
る
関
係
会
社
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、30
人
程
度
で
作

業
を
実
施
。２
時
間
あ
ま
り

の
作
業
で
、数
十
本
の
竹
を
伐

採
し
、地
域
の
方
々
か
ら「
な

か
な
か
手
が
回
ら
な
か
っ
た
作

業
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、大
変

助
か
っ
た
」と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
掛
け
ら
れ
た
。

　
同
月
末
に
は
、伐
採
し
た

竹
を
活
用
し
た
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。同
社
の

「
ミ
ニ
門
松・竹
と
ん
ぼ・竹
ぽっ

く
り
」ブ
ー
ス
を
含
め
、８
団

体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、市
内

の
家
族
連
れ
、約
1
2
0
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。イ
ベン

ト
会
場
は
、廃
校
と
な
っ
た
扇

尾
小
学
校
。コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
た
い
と

い
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上

げ
、会
場
と
し
て
使
わ
せ
て
も

ら
っ
た
。

　
同
社
鹿
児
島
支
社
で
は
今
後

も
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
の
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
、地
域
の
方
々

と一緒
に
地
域
課
題
の
解
決
を

図
る「
こ
ら
ぼ
ら
Ｑ
で
ん
」の
取

り
組
み
を
、九
州
各
地
で
展
開

し
てい
く
こ
と
に
し
てい
る
。

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
手
際
よ
く
調
理
。10
品
ほ

ど
の
料
理
が
ビュッフェ
形
式
で

並
べ
ら
れ
、地
域
の
子
ど
も
や

大
人
が
一
緒
に
食
卓
を
囲
ん

だ
。調
理
の
間
は
、日
南
高
校

の
生
徒
が
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で

育
児
支
援
。地
域
の
様
々
な

主
体
、世
代
が
協
力
し
、子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

同
社
宮
崎
支
社
で
は
、今
後

も
、営
業
所
を
子
ど
も
を
は

じ
め
、地
域
の
方
々
が
足
を

運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

的
で
地
域
に
開
か
れ
た
場
所

に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

「
環
境
活
動
」

「
次
世
代
育
成
支
援
活
動
」を
展
開

「くじゅう九電の森」での間伐体験

坊ガツル湿原での野焼き

　
当
財
団
は
、地
域
の
皆
さ
ま
や
お

客
さ
ま
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期

待
に
応
え
る
た
め
、環
境
保
全
、環
境

教
育
な
ど
の「
環
境
活
動
」と
、子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す

る
活
動
へ
の
助
成
を
行
う「
次
世
代

育
成
支
援
活
動
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
設
立
か
ら
２
年
目
と
な
る
２
０
１

７
年
度
は
、各
活
動
を
充
実
。環
境

保
全
で
は
、坊
ガ
ツ
ル
湿
原
を
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
頂
く
、登
山
ツ

ア
ー
の
企
画
や
、ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
製

作
を
行
い
ま
し
た
。環
境
教
育
で
は
、

活
動
の
実
施
体
制
を
見
直
す
こ
と
で

規
模
の
大
き
い
学
校
で
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、約

1
3
0
0
人
の
方
に
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。こ
の
活
動
は
今
年
10
月
に

林
野
庁
が
後
援
す
る「F

orest

　 
G

ood

〜
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン

ク
ー
ル
〜
」に
お
い
て
特
別
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、高
い
評
価
を
頂
い
て

い
ま
す
。

　
次
世
代
育
成
支
援
活
動
で
は
、助

成
金
の
贈
呈
だ
け
で
な
く
、団
体
の

活
動
を
財
団
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た
と
こ

ろ
、全
国
か
ら
活
動
への
賛
同
や
応
援

の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

助
成
先
団
体
の
中
に
は
、助
成
を

き
っ
か
け
に
九
州
電
力
の
事
業
所
と

協
働
で
活
動
を
行
う
ケ
ー
ス
も
生
ま

れ
て
お
り
、こ
う
いっ
た
点
も
他
の
助

成
事
業
に
は
な
い
取
り
組
み
と
し
て

評
価
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
加
え
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
。ま
た
、オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
す
る
な
ど
、

財
団
の
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

　
お
か
げ
さ
ま
で
、こ
れ
ま
で
の
活

動
は
順
調
に
推
移
し
て
参
り
ま
し
た

が
、こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、今

後
と
も
様
々
な
地
域
や
人
、団
体
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
着

実
に
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、九
州

の
豊
か
な
地
域・社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域とともに活動
着実に

代表理事コメント

財団の概要と活動実績

田中 徹氏
一般財団法人九電みらい財団
代表理事
九州電力 ビジネスソリューション統括本部
地域共生本部 総務部長

　
九
州
電
力
は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
、地
域

の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
、環
境
活
動
と
次
世
代
育
成
支
援
活
動
を
行
う「
一

般
財
団
法
人
九
電
み
ら
い
財
団
」を
2
0
1
6
年
5
月

に
設
立
し
た
。

　
環
境
活
動
で
は
、く
じ
ゅ
う
坊
ガ
ツ
ル
湿
原（
大
分
県

竹
田
市
）一
帯
に
お
い
て
、湿
原
の
植
生
や
高
山
植
物
を

守
る
た
め
、地
域
の
方
々
と
九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
社
員

や
そ
の
家
族
で
行
う「
野
焼
き
」な
ど
の「
環
境
保
全
活

動
」を
実
施
。ま
た
、九
州
電
力
の
水
源
か
ん
養
林「
く

じ
ゅ
う
九
電
の
森
」（
大
分
県
由
布
市
）に
お
い
て
、地
球

温
暖
化
の
現
状
や
森
林
の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
講
話

と
、森
林
観
察
、間
伐
体

験
な
ど
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
成
る「
環
境
教
育

活
動
」を
実
施
。小
中
学

生
を
主
な
対
象
と
し
、九

州
電
力
グ
ル
ー
プ
の
九
州

林
産
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
次
世
代
育
成
支
援
活
動
」で
は
、地
域
の
諸
団
体
が

取
り
組
む
次
世
代
育
成
支
援
活
動
へ
の
助
成
を
実
施
。こ

れ
ま
で
に
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
文
化
を
学
び
、伝
統

芸
能
を
体
験
す
る
活
動
や
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
、育

児
に
悩
む
親
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
提
供
な

ど
に
取
り
組
む
40
の
団
体
に
対
し
、活
動
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

　
九
電
み
ら
い
財
団
は
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

「
ず
っ
と
先
ま
で
、明
る
く
し
た
い
。」を
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
す
る「
九
州
電
力
の
思
い
」の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
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制
作
・
発
行
＝
電
気
新
聞
九
州
支
局 

〒
８
１
０
ー
0
0
0
4 

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
の
１
の
82 

電
気
ビ
ル
北
館
10
階〈
付
録
〉

　
生
活
の
中
で
使
わ
れ
る
陶
器
と
し
て
、

「
用
の
美
」を
確
立
し
た
小
石
原
焼（
こ
い

し
わ
ら
や
き
）。「
飛
び
鉤
」「
刷
毛
目
」な

ど
の
歴
史
的
技
法
で
表
現
さ
れ
る
独
特

の
文
様
が
特
徴
で
、東
峰
村
に
は
約
50
の

窯
元
が
あ
る
。

小石原焼

　
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
一つ
で
、城
下
町
と
し
て
町
全
体
が

指
定
さ
れ
て
い
る
の
が
秋
月
の
特
長
。町

割
り
、城
館
跡
、武
家
屋
敷
な
ど
が
自
然

景
観
と
調
和
し
、桜
、紅
葉
の
名
所
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。

秋月城下町

　
筑
後
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
、対
岸
に
は

耳
納
連
山
を
望
む
風
光
明
媚
な
朝
倉
市

の
温
泉
街
。豊
富
な
湧
出
量
を
誇
り
、弱

ア
ル
カ
リ
性
で
硫
黄
が
混
ざ
る
泉
質
は

〝
美
肌
の
湯
〞と
呼
ば
れ
、女
性
を
中
心
に

人
気
が
高
い
。

原鶴温泉

　
江
戸
時
代
、幕
府
直
轄
の
天
領
地
で
、

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
エ
リ
ア
。現
在

も
、江
戸
、大
正
、昭
和
初
期
に
建
て
ら

れ
た
歴
史
あ
る
商
家
、町
家
や
土
蔵
、格

子
窓
が
連
な
り
、レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
街

並
み
は「
大
分
の
小
京
都
」と
呼
ば
れ
る
。

日田市豆田地区

はる づる

まめ だ

観光物産

386

500

500

211

322

211

210

210

386

210

212

たぬしまる
ちくごよしい

うきは

ちくごおおいし

朝倉IC

三隈川

寺内ダム

江川ダム

山田SA
杷木IC

大分自
動車道

久大本線

行者杉

岩屋の奇岩群

つづみの里公園
ポーン太の森

音楽館
共星の里

あまぎ水の文化村

日田市

朝倉市 東峰村

添田町

朝倉橘
広庭宮跡

朝倉の水車群

隠家森

鵜飼い

三連水車の里あさくら

スイゼンジノリ

秋月城跡
眼鏡橋 小石原焼

伝統産業会館

も
み
じ
ロ
ー
ド

シャクナゲ
の森

道の駅
小石原

道の駅
うきは

浮羽バイパス

うきは市役所

みつおか

よあけ

ひた

花月川

日田IC

薫長酒蔵
資料館

大原公園
比佐津公園

亀山公園

吹上公園 慈眼山公園
（日田城）

天領日田資料館

玉
川
バ
イ
パ
ス

山の駅
「大手山2000年公園」

夕月神社

原鶴温泉

秋月和紙

秋月葛

阿蘇神社

豆田町の街並み

黒門
長屋門

筑後川

朝倉市・東峰村・日田市
周辺MAP

朝倉市・東峰村・日田市
周辺MAP

福岡県

佐賀県

長崎県

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

10

57

57

34

10

3

3

小倉

博多

新鳥栖
久留米

筑後船小屋
新大牟田

新玉名

熊本

新水俣
出水

新八代

川内

鹿児島中央

九
州
新
幹
線

山陽
新幹
線
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